
• 事業主体：沖縄県
• 事業内容：老朽化施設の再整備
• 総事業費：826百万円

（うち国費：413百万円）
• 事業期間：平成21年度～令和11年度

• 事業主体：沖縄県
• 事業内容：老朽化施設の再整備
• 総事業費：623百万円

（うち国費：312百万円）
• 事業期間：平成26年度～令和11年度

【整備前】

【整備後】
海軍壕公園

【整備前】北明治橋

【整備後】

奥武山公園

海軍壕公園は、那覇市と豊見城市の境界に位置し、那覇市中心部より
南約３㎞の地点にある。
戦争末期、旧日本海軍の司令部が置かれ、縦横に掘り巡らされた広大

な壕では、多数の将校の玉砕の地となっている。同公園は、復帰後の昭
和４８年度から５６年度にかけて「戦跡整備」を行った後、平成７年度
から１５年度にかけて拡張区域を整備した。
現在は、沖縄振興公共投資交付金を活用し、老朽化施設の再整備に取

り組んでいる。

奥武山公園は、昭和４８年に復帰記念沖縄特別国体(若夏国体)の主会
場、昭和６２年の海邦国体の会場として運動競技場施設の整備が行わ
れ、その後も多目的広場、修景施設等が整備されている。
現在は、沖縄振興公共投資交付金を活用し、老朽化施設の再整備に取

り組んでいる。



• 事業主体：読谷村
• 事業内容： PCアンカー工、現場吹付法枠工など

延⾧約90ｍ、最大高さ約20ｍ
• 総事業費：330百万円

（うち国費：165百万円）
• 事業期間：令和４年度から令和８年度

読谷村南部に位置する泊城公園では、比謝川河口部付近の崖地
で、⾧年の大雨や暴風等の影響により侵食を受け崩落が発生した
ため、園路の一部区間を閉鎖している。
沖縄振興公共投資交付金を活用し、防災対策工事を実施してお

り、園路の開放に向け取り組んでいる。

海中道路跡都市緑地は、沖縄市泡瀬・海邦・古謝地域にまたが
る旧海中道路跡地の未整備緑地（延⾧約1.6km）を、歴史的経緯
と立地・形状を活かし、周辺の既存公園・水・緑をつなぎ、これ
ら緑地及び地域の魅力を高める整備を進め都市の健全な発展と公
共の福祉の増進に寄与することを目的とする。
沖縄振興公共投資交付金を活用し、園路や教養施設、休養施設

を整備した。

• 事業主体：沖縄市
• 事業内容：公園整備（園路、教養施設、休養施設等）
• 供用面積：1.71ha
• 総事業費：626百万円

（うち国費：308百万円）
• 事業期間：平成27年～令和７年度

泊城公園

事業開始前（崖地の侵食状況）

事業開始後（令和７年11月現在）

読谷村（南部）

教養施設（体験農園） 【整備前】 【整備後】


